
 
 

バッテリハイテスタ BT3562, BT3563, BT3564 を 4 端子対標準抵抗を使用して校正する方法 

 

バッテリハイテスタ BT3562, BT3563, BT3564 を 4 端子対構造の標準抵抗を使用して校正する場合、以下

の点に注意してください。 

1. 標準抵抗は、測定周波数 1kHz による Rs（等価直列抵抗）校正値を使用してください。 

2. 結線は、次のように接続してください。 

 

 4 端子対構造の標準抵抗 

 

 

BT3562 

ソース線、センス線それぞれを、H/L ペアでツイ

ストしてください。（標準抵抗のできるだけ近く

まで） 

標準抵抗周辺には、金属を近づけないで

ください。（特にケーブルがループにな

っている部分） 

4 端子対構造により、測定電流が往復する経路と

なるため、測定電流による磁束が打ち消されま

す。（誤差要因が低減される） 


